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0.  報告日：2012年	
 8月	
 18日（土） 

1.参加期間と場所：2012年 7月 30日（月）～8月 4日（土）、大韓民国・釜山大学	
 

2.申請者と所属チーム	
 

（所属、学年）	
 （所属チーム名称）	
 

	
 B4_JO2 	
 

	
 

大分大学大学院工学研究科	
 

建設工学専攻博士前期課程 2 年	
 （構成員氏名、大学、学年）※自身を含む全員	
 

（氏名）	
 

資
料
作
成
者	
 

	
 井関	
 崇之	
 

所
属
チ
勖
ム	
 

	
 Takayuki ISEKI、大分大学、M2 
Yuki KOJOMA、九州大学、M1 
Yoshiaki DOBASHI、大分大学、M1 

3.感想と今後の抱負	
 

	
 今回が二回目の参加でありましたが、前回同様、短期間のグループ設計の中、瞬発力・

持続力・耐久力を養うことが出来た一方で、自分の表現力の未熟さ、言語能力の低さを再

度痛感致しました。また、今回は最高学年として参加し、短い期間の中で終着点を目指す

ためチームのリーダー的存在として、他のメンバーを積極的に牽引していくことに尽力し

ました。そのような反面もあったため、今回の DWS は、どちらかと言えば、今までの自分

の能力を発揮する、という機会になったと感じます。確かに学ぶことは多くありましたが、

それ以上に自分がどれ位のものなのか、それを推し量ることが出来たと思います。結果だ

け見れば、賞も頂けず、私の今までの能力はまだまだ未熟であった、と念を押されて言わ

れた心持ちでもあります。しかし、その中で、多くの課題を発見することが出来たと思い

ます。表現力、言語力の低さは勿論、決められたスパンの中で出来る最大限の事と、それ

を実現するための予測と技術にあまりギャップが無いことも大きな収穫でありました。	
 

	
 先程も明記しました通り、私たちの作品は賞を頂くことが出来ませんでした。具体的に

分析すると、建築に利用したルールが少し難解過ぎて、上手く伝えることが出来なかった

ことが原因の一つだと捉えております。私の未熟さもありますが、こういう所で文化や地

域性の違いというものを感じました。我々にとっては当たり前のことが、他の文化圏では

そうではない、そういうギャップを、今回の失敗を通して学べたのではないかと考えます。	
 

	
 二回通じて韓国 DWS に参加させていただきましたが、2 回とも全く違った視点での参加と

なり、非常に有意義な物になり、今後の人生に大きく影響するものだと思われます。	
 

4.	
 提案作品	
 

タ
イ
ト
ル	
 

The Room with 
Boards 

概
要	
 

	
 今回、東道西器を自然と建築の調和と捉え、それを用いて自

然を軸とした行動を誘発させることを目的とした。その方法

として敷地調査によって重要であると感じた自然要素（木や

岩など）をつなぐラインを引き、そのライン上に二つの素材

（木、ガラス）で構成された同じ幅の板を複数設置すること

により多様な空間を用意した。その空間と可視不可視の板、

自然要素が人々をアフォーダンスする。 
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5.	
 提案作品のパネル	
 

	
 

	
 


